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植物の開花統御機構は、長日植物シロイヌナズナと短日植物イネをモデル植物とし活発に研

究が行われており、分子レベルの理解が進んできた。これまでの研究から、長日植物と短日

植物が共通に持つ機構と、それぞれの植物が独自に持つ機構とが存在することが明らかにさ

れてきた。イネの開花統御機構の研究において最初に明らかになったことは、日長により制

御される光周性経路において機能する 3 つの遺伝子はシロイヌナズナとイネで高く保存さ

れていることである。GI-CO-FT という経路はイネとアラビドプシスにおいて共通である。

また、イネの短日性は、CO による FT の制御が長日条件下でシロイヌナズナと逆転してい

ることによるという結果が明らかになった (Hayama et al. 2003) 。すなわち、短日条件下

では Hd1（CO オルソログ）が Hd3a (FT オルソログ)の発現を活性化させることによって

開花が促進されるのに対して、長日条件下では逆に Hd1 が Hd3a の発現を抑制することに

よって開花を抑制することが分かった。つづいて、夜間の光パルスにより開花遺伝子 Hd3a
の発現が強く抑制されること(光中断)も明らかにした (Ishikawa et al., 2005) 。さらにこの

光パルスの認識には植物の光センサータンパク質フィトクロム B が必要であることを明ら

かにした。 

※ 成果の公表を見合わせる必要がある場合は、その理由及び差し控え期間等を記入した調書(A4判縦長横書1枚)を添付

すること。 
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